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全国展開可能な

ワールドファームの農業モデル

有限会社ワールドファーム

経営企画室長 櫻井 勇人



内容
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全国展開可能なワールドファームの農業モデル

⚫ワールドファームの紹介

⚫儲かる農業について

⚫儲かる農業を実践すると担い手の育成ができる

⚫アグリビジネスユートピア構想について

⚫農産物の国産化プロジェクトについて

⚫全国展開の流れについて



会社概要
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社 名 有限会社 ワールドファーム

設 立 平成12年1月26日

役 員
代表取締役 上野 裕志
取締役 幕内 通
取締役 大枝 裕宣

年 商 16.7億円（2019年6月期）

事業内容 農業生産および食品加工

関連会社

⚫ (株)中電工ワールドファーム <合弁会社>
⚫ (株)ＯＮＬＹ ＪＡＰＡＮ <販売会社>
⚫ (株)ワールドベネフィットカンパニー（ＷＢＣ）

<アグリビジネスユートピア事業推進企業>

基本情報

名 称 ワールドファーム 茨城本社

所在地 茨城県つくば市谷田部3395-1

事業開始 平成17年

栽培品目 キャベツ、トマト

加工品目 芯取りキャベツ、みじん切りキャベツ

主要拠点

名 称 ワールドファーム 熊本支店

所在地 熊本県菊池郡大津町真木437

事業開始 平成19年

栽培品目 ホウレンソウ、コマツナ

加工品目 冷凍ホウレンソウ、冷凍コマツナ

名 称 ワールドファーム 鳥取支店

所在地 鳥取県倉吉市関金町関金宿141

事業開始 平成24年

栽培品目 ゴボウ、ホウレンソウ、他

加工品目 冷凍ゴボウ、冷凍ホウレンソウ

工場稼働 茨城本社、熊本支店、鳥取支店

工場着手 石川支店、他

生産拡大
常陸太田市、筑西市、竹田市、深谷市、石岡市、
広島県、他

試験栽培 横手市、姫路市、芳賀町、他

準備中 千葉県、福岡県、他

展開状況



展開状況
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アグリビジネスユートピア事業推進

工場着手

規模拡大

試験栽培

事前準備

ＷＦ茨城

ＷＦ熊本 ＷＦ鳥取

ＷＦ石川

筑西市ＷＦ茨城 竹田市常陸太田市

庄原市淡路市 深谷市石岡市

芳賀町姫路市 他横手市

その他３５ヶ所の
自治体から招請あり

全国１０県
１４ヶ所
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週刊ダイヤモンドに４年連続で上位掲載
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モデル農家
第１位

モデル農家
第１位

モデル農家
第２位

レジェンド農家
第２位



経済産業省「はばたく中小企業300社」を受賞
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なぜ６次産業化すると儲かるのか
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なぜ６次産業化すると儲かるのか



ワールドファームの形態
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工場を中心に半径１０～１５ｋｍ圏内に農地を展開

栽培から加工・販売まで一貫体制



儲かる農業の秘訣
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製造経費
（農業）

人件費

利益

その他経費

製造経費
（農業＆加工業）

人件費

利益

その他経費

① 人件費の削減

② 梱包費の削減

③ 運送費の削減

④ 農薬費の削減

⑤ 反収アップによる効率化

⑥ ハネ品の有効活用

⑦ 市場に対し価格対応力がある

⑧ 好労働条件による生産性向上

工場は、農業の効率を高める為のツールである。



①人件費の削減
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月 火 水 木 金 土 日

晴 曇 雨 曇 晴 晴 晴

工場 農業 農業 工場 工場 農業 工場 休み 休み

ワールドファームでは
農業と工場を同じ人がやる（人も６次化する）

＝どちらかの人件費がゼロ

晴の日は農業、雨の日は工場

晴耕雨工



②梱包費の削減
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工場で用意したコンテナを使い回す

段ボール＋ガムテープ
１００円

収穫コンテナ
実質０円



③運送費の削減

ワールドファーム 13

◎近くの工場に軽トラ等で持ち込める

◎加工することで運賃の割合が下がる

運送費 運送費

売 上

売 上

運賃の割合
10～15%

運賃の割合

5%以下に

原体出荷の場合

加工出荷の場合

加工すると
売上が２～３倍に



④農薬費の削減
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農薬費が約１／３に

青果の場合

虫食い・病気：ＮＧ
薬散回数 ：２０～３０回

加工の場合

虫食い・病気：少しならＯＫ
薬散回数 ：６～１０回



⑤反収アップによる効率化
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青果では規格外となってしまうが

加工業務用であれば大きい（＝重い）ほど良い

青果
1.25kg～1.6kg

加工
1.8kg～3.2kg



⑥反収アップによる効率化
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⑥反収アップによる効率化
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加工用ホウレンソウは４０～５０ｃｍ



⑤反収アップによる効率化
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出荷量 100トン

反 収 4トン/10a

作付面積 250a

出荷量 100トン

反 収 6トン/10a

作付面積 166a

青果の場合 加工の場合

同じ量をこなすのに、面積が少なくて済む

＝農業の効率があがる

同じ量をこなすのに、手間が少なくて済む

＝加工作業の効率もあがる



⑥ハネ品の有効活用
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野菜の種類や生産方法にもよるが

約３割もの野菜が畑で廃棄されると言われている



⑥ハネ品の有効活用
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傷んだキャベツ 芯取り：一玉200円

割れたキャベツ みじん：一玉400円

加工



⑦市場に対し価格対応ができる
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キャベツの月別平均卸売価格

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

（単位：円/kg）

価格が高い時は
市場に出荷する

価格が低い時は
冷蔵庫に貯蔵する



⑧好労働条件による生産性向上
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集団農業のシステムにより分業化

２～３人でやるより効率よく作業を遂行できる

結果：週休２日、年間休日１２０日

茨城本社では残業無し、週平均３８時間を実現

例：キャベツの収穫

2～3人

10人以上

準備等 切込み 箱詰め 運び出し 集荷等

準備等

切込み

箱詰め

運び出し 集荷等



参考：キャベツ 10a当たりの労働時間比較
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農水省統計項目 全国平均

育苗 5.71

耕うん・基肥 5.54

は種・定植 10.91

追肥 2.67

除草・防除 7.49

かん排水・保温換気 1.23

管理 3.80

収穫 27.36

調整 4.86

出荷 17.96

管理・関節労働 2.20

比較対象合計 81.82

ワールドファーム項目
ワールドファーム

（加工）

育苗(外注） 0.00

土作り 3.20

作付け 0.98

栽培管理
・追肥
・薬散
・除草
・圃場の管理等

3.30

収穫 1.05

(加工用なので無い) 0.00

出荷 2.38

管理・関節労働 -

比較対象合計 10.91

約７倍資料：農林水産省 平成19年「品目別経営統計」



将来の日本の農業を担う「次世代農業者の育成」について
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次世代農業者の育成は可能なのか



担い手育成の考え方
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雇用就農

プロフェッショナル

独立就農
提携企業
リーダー

ワールドファーム

幹部

年収1,000万円以上を目指す

年収500万円達成

７～８年かけて
全国の拠点で研修を重ねる



ワールドファームの教育体制
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新入社員 若手写真 中堅写真 グループ長～管理者

年収：200～250万円 年収：250～300万円 年収：400～450万円 年収：450～500万円以上



ワールドファームの年齢構成
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～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～

ワールド
ファーム

45.1% 21.1% 11.3% 5.6% 4.2% 1.4% 2.8% 8.5% 0.0% 0.0% 0.0%

全国統計 1.2% 1.6% 2.1% 2.7% 2.9% 3.5% 5.7% 10.6% 27.7% 16.2% 25.8%

ワールドファーム 全国統計

左：平成31年6月 ワールドファーム統計 右：平成31年度 農林水産省統計（農業構造動態調査：基幹的農業従事者）
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ワールドファーム 35



全国展開可能な農業モデルについて
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農業は事業として全国展開可能なのか



ワールドファームが描くグランドデザイン
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⚫農業人口の減少
⚫農業年齢の高齢化
⚫担い手不足
⚫耕作放棄地の増加
…

頑張っている
個人農家

躍進している
大規模農家

ＪＡ・農業法人等

新規参入した
大企業

その他

これらの問題を一気に解消

アグリビジネスユートピア構想

オールジャパンで推進

農業の

担い手を育てる

行政と協力して



アグリビジネスユートピア構想の概要
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農業の振興

農産物の国産化プロジェクト

担い手の育成 安定供給体制の確立

儲かる農業の実践

６次産業化の推進

行政との協力体制

地方創生に一役買う

アグリビジネスユートピア構想推進

国産化の条件

◎食料自給率の向上

◎耕作放棄地の解消

◎地域経済の活性化

◎国産化の重要性

→安心・安全の問題

→安定供給

→中国国内の需要拡大

→為替の問題

北から南まで利用

標高差を利用

→周年栽培を実現

→リスク分散にもなる

生産した農産物の
売上確保

販売戦略

ビジネスモデルとして確立
→全国展開

高付加価値
農業を実現

◎協力体制の必要性

→農地の集積

→雇用の情報

→工場用地の情報



農産物の国産化プロジェクトについて
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農産物の国産化プロジェクトとは



冷凍野菜の流通量の推移
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0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000
輸入量 国内生産量

（単位：トン）

出展：機構「ベジ探」、原資料：財務省「貿易統計」：(一社)日本冷凍食品協会「冷凍食品の生産・消費について」
冷凍野菜の流通量は、輸入量と国内の農産品生産量を合計して算出

H14.3月
中国産ほうれん草
残留農薬問題

H25.11月
農薬混入事件

H19.2月
中国冷凍餃子
中毒事件



農産物の国産化プロジェクト
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0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

20XX年

国産化PJ

国内生産
（既存）

輸入

（単位：トン）

目標：輸入野菜のうち50万トンを国産化!!

⚫ 農業法人
⚫ 地元生産者
⚫ ＪＡ 等

⚫ 食品メーカー
⚫ 外食産業
⚫ 商社 等

参画

新たな需要の創出（既存の生産者と競合しない）

90%以上が
国産化に賛成

帝国データバンクで
調査を実施

食品メーカー等が国産化に踏み切る為には条件がある

1.大量の原料が必要であること

2.原料を安定的に調達できること

3.長期の見通しがあること

ただし…

これらの条件を満たせば国産化が可能



国産化に踏み切る為の条件について
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1.大量に原料が必要であること
◎行政と協力し、大規模農地の確保

2.原料を安定的に調達できること
◎南北の気候差や標高差を利用した産地リレー

◎全国展開によるリスク分散

◎冷凍加工等による需給調整

3.長期の見通しがあること
◎農業のプロフェッショナル集団の育成

そのための儲かる農業→持続可能な産地育成



国産野菜の引き合い状況
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品 目 引き合い量 現在の生産量

キャベツ類 17,000 3,000

レタス類 3,000 0

ゴボウ 8,000 500

ホウレンソウ類 5,500 1,500

タマネギ 30,000 50
ニラ、カボチャ、ニンジン、ブロッコリー、

アスパラ、ジャガイモ、他 30,000 100

合 計 93,500 5,150

（単位：トン）

4,370ha 250ha生産面積：
売上にして80億～120億円↑



国産化の必要性について
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⚫ 最大の輸出国である中国も農業人口の高齢化
⚫ 中国産の安心・安全の問題
⚫ 中国自体が消費国になっている

さらに
⚫ 2050年には世界人口１００億人
⚫ 年々厳しくなる地球環境
⚫ 来る食糧問題

国産化をすすめると
⚫ 大量の野菜を栽培するため、耕作放棄地の解消に繋がる
⚫ 担い手を育成できる（雇用創出）

農業を産業として成長させる → 地域経済の活性化



全国展開の流れについて
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全国展開の流れについて



（農地さえあれば）全国どこででもできるビジネスモデル
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行政との協定締結

アグリビジネスユートピア構想 推進

試験栽培（３～４年）

加工工場を建設

大規模農業を展開

中電工ワールドファーム ワールドファーム

工場本格稼働

業務資本提携

各企業の特徴に合わせて取組

鳥取の事例

主力野菜の決定

資本金：6.2億円
（中電工：5.6億円、ワールドファーム：0.6億円）

農地面積30haを目安に

1～5haからスタート



アグリビジネスユートピア構想との連携について
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農業着手 工場着手 本格稼働 人材育成 事業推進

何を目指すのか、どの段階から取り組むのか

連携パターン
◎実需者（食品メーカー等）の企業の皆様

◎すでに農業に参入している企業の皆様

◎地域貢献として農業に参入したい企業の皆様

◎農業を成長産業と捉え、ビジネスチャンスとして農業に参入したい企業の皆様



Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
事
業
推
進
団
体
）
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農業参入企業
（地域貢献、ビジネスチャンス、他）

地方自治体
（農業の振興、雇用創出、地域経済活性化）

１次加工品
（生鮮カット、冷凍、乾燥）

契約栽培
（加工業務用野菜）

ＪＡ、市場等
（青果、加工業務用野菜）

国産野菜の推進
（例：冷凍野菜100万トンのうち50万トンを国産化／輸出に向けた商品開発／他）

「実需者」へ安定的かつ持続的に供給
（食品メーカー、外食産業、大手商社、等々）

国

儲かる農業を実践
（ワールドファーム、他）

地元生産者

農業大学等
（体験・実習）

ＪＡ、出荷団体等

地域資源
（資材、物流、畜産等）

栽培から加工まで一貫体制

自社栽培 提携農家

農業のプロ集団

人材育成

全国100ヶ所
展開をめざす

支 援

農地の確保
工場用地の紹介
雇用の斡旋等

出資
業務提携等



ワールドベネフィットカンパニー（ＷＢＣ）の設立
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株式会社 ワールドベネフィットカンパニー（ＷＢＣ）
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-33-4

グランディール日本橋501

代表取締役 社長 幕内 進（ワールドファーム会長）

アグリビジネスユートピア事業推進本部

事業内容
⚫ 提携企業との連携のプロデュース
⚫ 進出予定の行政との打ち合わせ
⚫ 農業法人、野菜加工会社へのＭ＆Ａ
⚫ 講演・セミナーの受け入れ及びプロデュース
⚫ 直営農場の展開（新商品の開発・販売）


